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 ２０２１年度 保育目標  

『たいせつにしよう～ひと・もの・こと』 

 １１ 月 の 目 標  

『あきの みのりに かんしゃしよう』 

今月のことば  

  

♬ 真っ赤だなぁ～真っ赤だなぁ～つた～の葉っぱが真っ赤だなぁ～…… 

真っ赤な秋をたずねてま～わる～ ♬ （えっ！秋ないやん） 

♬ 小さい秋、小さい秋、小さい秋み～つけた～♬ （見つけられへんわ～） 

関西人なら誰でもが思わず突っ込んでしまう 2021年の 11月の始まりです。 

（と、此処暫くはすっかり気持ちのいい秋らしい日もあり…（諺通り、女心と秋の空～

ですが、今やこの諺もジェンダー的に問題になるかも？難しいですね） 

緊急事態宣言が解除され大人も子どもも社会全体が、若干の解放感とまだまだ残る不安

の中で ≪何時もの生活≫ をスタートさせています。 

京都市内にも観光客が戻ってきつつあるようで、先日届け物のお菓子を買いにデパート

へ行くと、新京極や河原町界隈に修学旅行生らしい学生服姿の一群がちらほら見かけられ

ました。「修学旅行行けてよかったね」とその笑顔を見ていると思わず独り言を言ってい

ました。と同時に昨年や今年も行けていない学生さんも多くいるので、行くことの出来な

かった学生さんの気持も忘れてはいけないなぁと。少しの時期のズレやタイミング、住ん

でいる場所の感染状況やそれぞれの考え方の差によって、出来た事と出来なかった事 

の違いはあると思いますが、どちらにしても当事者も周りの人達もその環境、制約の中で

最大限の努力をしたことには違いがないと思います。そのことが最も大事で心に残るもの

であり、今後にも生かされる出来事だと考えます。 

保育園でも久しぶりの遠足、散歩を楽しむことに保育者も子ども達も例年以上に嬉しさ

が伴い、改めて自然と触れ合う自然の中で過ごすことに心と体の自由感を満喫しています。 

コロナ禍の現状ですが、来年度の入所に関する申し込み、見学説明会が始まっています。 

今年度の見学説明会では、昨年同様参加者の密を避けるという意味もあり、在園の保護者

の方の参加はお断りしており、大変申し訳ない気持ちです。少子化は既に始まっているよ

うですが、見学説明会への参加者の人数は例年とほぼ変わりありません。 

≪保育園の入園を希望されるすべてのご家庭が希望通りになりますように≫ 

の願いを込めて毎回説明会をさせて頂いています。 

 

≪親ガチャ≫ という新しい言葉が最近話題になっています。何時頃生まれ、又それは何

処から生まれて何の為、誰の為に世の中にあるのでしょうか？勿論子どもは親を選べませ

ん。親も子どもを選んでいることもありません。宇宙以上に謎が深く、計り知れない未知

との遭遇によって、幾千億の可能性の中から選ばれて親子として一生付き合っていく。 

この不思議さはどんなコンピューターゲームやシステムより難解で解きようはありませ

ん。完全に不可能です。これは最初で最後の謎解きだと思います。当然、漠然、未然、突

然、偶然そして必然へ。決して残念ではないと！ 

親、家庭の状況が様々であることは事実です。しかしその状況が違ったとしても、環境に

よって受けられる教育・医療・福祉に差が生じてはいけないと思います。どの子どもも、 

等しく美味しいものをたっぷりと食べ、清潔な服を着て、十分なあそびが出来て、沢山の

知らないことへの体験が出来る。そして何よりも十分可愛がられて、大切にされて、大き

くなっていく。やりたいことが出来る無限の可能性を止められることが無く、自分の生き

方を自分で決めることが出来る。そのことが普通、スタンダードである。そのことにおい

て≪親ガチャ≫はなく、強いていうなら≪国ガチャ≫はあるかも…そして何より、 

≪保育園ガチャ≫はあってはならないと。どこの幼児施設、保育園に通っても上記の内容

が必ずどの子どもにも！どの家庭にも！それが社会福祉法人の姿であると信じています。 

これを書いている、10月 30日はまだ選挙の結果は出ていませんが、未来ある若者、子ど

も達が、≪親ガチャ≫≪国ガチャ≫で、悲しまないような希望を持ち生きていける社会に 

なって欲しいですね。 

    過去と他人は変えられませんが、自分と未来は変えられるから 

    歴史は変えられないけれど、未来の歴史は作れるから 

 

11月は秋と冬が両方ある月。両手に自分と未来と子ども達の幸せを持ってスタート！ 



◎ ○月○日は園内の中間研修です。事前にお知らせをしていますように当日の保育は午

後 1時迄です。土曜保育のご家庭の皆様ご協力をお願いします。 

本園は京都市内でも研修に参加している職員が非常に多い保育園です。 

（参加人数、参加回数含めて）これは全て保護者の皆様のご理解とご協力のおかげと

大変感謝しています。保育士の質はお子様の保育内容に直結します。 

これからも引き続き、研修等のご協力をお願いします。 

◎  ○月○日（○）ひまわりの御室遠足 → 大文字遠足に変更します。 

◎ プレイランドの前日、○月△日（○）の夕やけクラブはありませんのでご協力下さい。 

◎ コロナ禍ではありますが、保育士を目指す実習生をたくさん受け入れています。是非

温かい気持ちで見守っていただければありがたいです。 

◎ 引っ越しなども含めて今年度に退園予定のご家庭は、わかり次第園にお伝え下さい。 

（待機児童が沢山いる地域及び本園の入所を希望されているご家庭が多いので、調整

が必要な為） 

◎ 保護者会活動の文化委員より  →  今年度、「劇団むむのこ」の人形劇を予定して

いましたが様々な事を考慮して、その内容を 

オンライン配信とすることにしました。 

11月中には配信予定をしています。 

詳細は後日改めてお知らせをします。 

お楽しみに～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の MFT 
『影絵作家 藤城清治の世界』 


